
 

１月１３日   武奈ケ岳（西南稜）           小川 弘二 

山 名 武奈ケ岳（西南稜） 山行名 1月例会 

ルート 京田辺→坊村Ｐ→御殿山→西南稜→御殿山→坊村Ｐ→京田辺 

山行日     ２０２０年１月１３日（月） 天 候 雨後晴れ 

参加者 

リーダー： 小川       サブリーダー：徳田  

男性：山下・藤村・中田・西川（洋）・森本・田中 

女性：染矢・伊藤（典）・中井・玉置・今村・牧之瀬 

参加者計 １４名 

ルート概略図 コースタイム 

地 名 時：分 地 名 時：分 

京田辺 

 

発 06：30 
西南稜 

着 12：20 

着  発 12：50 

坊村Ｐ 
着 

発 

08：40 

09：20 
御殿山 

着 

発 

13：08 

13：14 

御殿山 
着 11：50 

坊村Ｐ 
着 15：15 

発 12：00 発 15：40 

 

 京田辺 着 17：40 

 
  

当初の計画では蛇谷ケ峰に行く予定でしたが暖冬のため雪がなく、急遽行き先を変更し雪が無くて

も楽しめる武奈ケ岳に変更しました。 

京田辺を 6：30に出発し、松井山手のガストで合流し、3台の車に分乗し坊村に向かう。坊村に着

いた頃は冷たい小雨がぱらついていた。 

体操後、２班に分かれ登り始めたが、全く雪がなく滑りやすい。夏・冬分岐で夏山コースを選び少

し進むと道の左右に薄っすらと雪が積もっている程度。 

見晴らしの良いレスキューポイント 4の地点（1005ｍ）で例年であれば向い側の鎌倉山の雪景色も

見えるところだが、今日は全く雪がない状態である。 

御殿山に着いたのが 11：50 でここまで２時間半掛かってしまった。武奈ケ岳の方を見ると雪色で

はなく、土色。取敢えず、西南稜まで行き

昼食を取ろうということになり、ワサビ峠

まで急坂を下り始めたが、さすがに雪が凍

っており、アイゼンを着装。 

西南稜着が 12：20で昼食を取り、この後、

武奈ケ岳まで行くかどうか検討したが、往

復２時間弱掛かることを考えると残念であ

るが今日は此処までとすることに決定。 

御殿山まで戻り待機していたＹさんを含

め全員で下山を始めたが非常にぬかるんで

滑りやすくアイゼンを付けたまま下山した

ために非常に疲れた山行であった。 

新しく入会された女性陣も元気よく、皆に

溶け込んで楽しい山行ができました。有難

う。 

ヒヤリハット： なし 

 

西南稜から武奈が岳を望む 

西南稜 御殿山 

夏冬分岐 

坊村Ｐ 

御殿山 

夏冬分

岐 



 

感想文                                今村ひとみ 

 

私は山梨の出身で、家からは東南に富士山、西に南アルプスを眺めて育ってきましたが、山に登る

という意識はなく、今でも山の名前はほとんど知りません。登山を始めてからそろそろ一年、両手だ

けでは数えきれないほどの山に登ることができました。 

1/13 日、蛇谷ヶ峰からの行先変更で武奈ヶ岳を目指します。武奈ヶ岳山頂 1214ｍは私の登山歴、

最高峰だと思うとテンションは上がり、さらに雪を期待して白坂山でのアイゼントレーニングの成果

が発揮できる！と楽しみが倍増。寒いことを予想して前日にはスマホ片手に服選びに悩みました。 

当日朝、京田辺を車で出発し、滋賀の大津市葛川坊村に向かいました。途中のコンビニで山頂での

お楽しみとして『どらもっち』を買いました。 

登山口で地図とコンパスで方向確認をしますが、自分一人ではどうもわかりません。雨が舞ってい

るということは雪になるかもしれない。雪山に対して自分の身を守るためにもっと勉強しなければ…

と反省しました。予想以上の急な坂道を登り続けると、いつの間にかなだらかな谷間になり、明るい

陽射し青空、樹木とうっすらと地面にあ

る雪の美しさに思わず写真を撮りまく

りました。地面は雪溶けのせいかドロド

ロで、歩きながら自分の靴を見て、次回

からは替えの靴や着替えを持ってこよ

うと思いました。 

武奈ヶ岳手前の御殿山に到着し、わさ

び峠に向かう下り坂に雪がありアイゼ

ンを装着しましたが、雪は一部だけでほ

とんどドロドロ地面の滑り止めとして

活躍してくれました。 

西南稜で昼食後、天候と時間を考慮す

ると今日はここで引き返した方がいい

との判断。私の目から見るとあとちょっ

とで武奈ケ岳の山頂に行けるのに…と思

いましたが、後々はそれで助かりました。

登山口に辿り着いた時は曇り空の 15 時

半。あの時引き返してなければ、きっと

ヘッドライト体験していたに違いありま

せんし、思った以上に脚が疲れていて大

きな段差に脚が上がらず、後ろからの山

下さんのエールのお蔭で一つ一つの難関

をクリアしながら下山できました。その

後三日間は太もも筋肉痛でした。 

まだまだ私の登山最高峰は金剛山の

1125ｍ。 

いつかふるさとの南アルプスを目指し

て頑張ります！ 

                      

追伸：写真は小川が追加しました。 

 

 

 

新しく入会された美女４人 


